
久留米工業高等専門学校専攻科における学業成績の評価並びに 
単位の認定及び修了に関する規程 

 
 

第１章 総    論 
 
  第１条  この規程は、久留米工業高等専門学校学則第 53 条第 3 項の規定に基づき専攻科

における学業成績の評価及び修了に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 
 
 

第２章 受講及び履修 
 

第２条 当該学年の受講及び履修は、学則第４９条に定める教育課程表に基づき必修科
目及び選択科目を受講履修する。 
２．選択科目の受講については、予め、校長に選択科目履修届を提出し受講するものとす

る。 
３. 各科目とも開講時数の５分の４以上出席した者は、履修と認める。ただし、授業担当

教員が履修上、特別の事情があると判断した場合は履修を認めないことができる。 
４ 遅刻及び早退は 3 回をもって、 欠課 1 回とする。 
第３条 授業に遅刻、早退又は欠席した者で、公欠と認めた者については、受講と認める。
公欠と認める事由については、別に定める。 
第４条 前条の規定により授業に遅刻、早退又は欠席した場合は、補講を受けることがで
きる。 

 
第３章 試  験 

 
第５条 試験は、定期試験によるものの他適宜行うことができる。 
第６条 定期試験は、該当科目の授業計画書（以下「シラバス」という。）に従って実施
するものとする。 
第７条 試験中不正行為を行った者の当該試験期間中の試験成績は０点とし、不正行為
後の当該試験期間中の受験は認めないものとする。なお、第８条の適用は認めない。 
２ 前項以外の理由で停学を受け、試験を受けられなかった者の停学期間中の試験成績

は０点とする。 
第８条 第３条により公欠と認められた者で定期試験を受験することができなかった者
は、本人の願い出により校長が認めた場合は追試験を受けることができる。 
第９条 追試験の願い出は、別に定める様式とする。 



 
第４章 成績の評価 

 
第１０条 第２条の規定により履修と認められた者の成績の評価は、該当科目のシラバ
スに従って実施し、１００点法で行うものとする。 

 
第１１条 学業成績の評価は、学年末成績の評価を基に次の５段階（S,A,B,C,D）で評価
する。 
 S   9０点以上 

  A  ８９点以下８０点以上 
 B  ７９点以下７０点以上 

  C  ６９点以下６０点以上 
  D  ５９点以下 
 

第５章 単位の修得 
 

第１２条 学年末成績の評価が６０点以上のものについて、当該科目担当教員が単位の
修得を認める。 

 
第６章 専攻科課程の修了 

 
第１３条 専攻科課程の修了は、久留米工業高等専門学校学則及び久留米工業高等専門
学校専攻科における単位の修得に関する規程に基づき、修了査定会議の議を経て校長が
行なう。 

   
附 則 

１．この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 
２．久留米工業高等専門学校専攻科における学業成績の評価並びに単位の認定及び修了に

関する規程（平成１５年４月１日制定）は、この規則制定の日から廃止する。 
附 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行し、平成３１年４月１日より適用する。 
  附 則 
１．この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
２．この規程は、令和６年度入学者から適用し、令和５年度以前入学者の学業成績の評価に

関しては、なお従前の例による。 
 


